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	特集
	令和８年度　札幌市自立支援協議会南区こどもチーム
	題字：市立札幌みなみの杜高等支援学校

	　 【開催報告】 南区の「いま」を集める茶話会 ～良さとこれから～　World Cafe スタイルで
	R7年度にこどもチームが開催したプチ研修会の内容を振り返りながら、南区の「良さ」と「これから」を話し合いました。
	参加者アンケートから
	令和７年度第１回茶話会では「アタッチメント」をテーマにプチ研修を行い、 アタッチメントの形成によって、こどもの安心の土台が築かれ、こどもが 「挑戦しやすくなる」ことを学びました。 第２回茶話会では「こどもの特性理解」をテーマとして、自閉傾向やADHDといった脳機能の特性を理解し、タイプに応じた関わりを行う ことが、こどもの「つまづきを減らす」ことを学びました。

	自立支援協議会は地域の関係者が集まり、個別の相談支援の事例を通じて明らかになった地域の課題を 共有し、その課題を踏まえて、地域の サービス基盤の整備を着実に進めていく役割を担っています。 札幌では札幌市で設置し、各区に地域部会が設置され、地域部会には専門部会を設けて地域課題に取り 組んでいます。
	令和８年度の南区地域部会では前年に引き続き、運営委員会のもとに「おとなチーム」「こどもチーム」の専門部会を設け、地域課題の抽出とその解決に向けた協議をおこなっていきます。
	昨年度から継続し、「横のつながりを深める」　　「支援力を高める」　をテーマに掲げて、 年間計画を推進しています。３月の研修会（表面参照）で挙げられた様々な意見や視点から 地域課題を抽出し、今年度の企画につなげていく取組をおこなっています。
	令和８年度も　広報誌発行と学習交流会（研修会）実施を各２～３回計画しています。 学習交流会の日程・参加募集は札幌市からの一斉メールにてご案内予定です。



